
vol.２　2015

since
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【
ラ
ボ
会
・
見
聞
会 vol.04

】
— 

高
島
の
夏　

迎
え
方
・
送
り
方

日　
　
　

２
０
１
５
年
８
月
30
日
（
日
）

会　

場　

安
曇
川
公
民
館
（
高
島
市
）

ゲ
ス
ト　

山
本
晃
子
さ
ん

                 （
高
島
市
教
育
委
員
会
文
化
財
課
参
事
）

協　

力　

高
島
市
教
育
委
員
会
・

　
　
　
　

成
安
造
形
大
学
附
属
近
江
学
研
究
所  

お
う
み
映
像
ラ
ボ
は
、
滋
賀
県
内
の

伝
統
行
事
や
生
活
記
録
が
収
め
ら
れ

た
映
像
を
上
映
・
発
信
し
て
い
く
団

体
で
す
。

滋
賀
を
題
材
に
し
た
「
記
録
映
像
」

の
情
報
を
収
集
し
、
滋
賀
県
各
地
で

「
情
報
収
集
・
情
報
発
信
、
見
聞
会
、

遠
足
、
上
映
会
」
を
行
う
こ
と
で
、

古
来
よ
り
引
き
継
が
れ
て
き
た
滋
賀

の
美
意
識
や
技
術
と
知
恵
、地
域
性
・

共
同
体
の
あ
り
方
に
つ
い
て
再
認
識

す
る
、
世
代
を
超
え
た
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
場
を
創
出
し
て
い
き
ま
す
。

︿
ラ
ボ
会
・
見
聞
会
﹀

情
報
収
集
し
た
映
像
を
持
ち
寄
り
、

視
聴
し
、
見
聞
を
広
め
る
公
開
型
の

例
会
で
す
。
初
見
の
映
像
を
見
な
が

ら
情
報
交
換
を
す
る
こ
と
が
目
的
で

す
。

︿
遠
足
﹀

映
像
の
撮
影
地
を
訪
れ
、
そ
の
地
で

映
像
を
視
聴
し
、
地
域
の
方
々
・
映

像
製
作
者
・
地
域
文
化
と
出
会
う
企

画
で
す
。

︿
上
映
会
﹀

参
加
者
を
募
り
、
映
像
を
上
映
し
、

そ
の
映
像
に
つ
い
て
語
り
合
う
上
映

会
で
す
。

︿
メ
ン
バ
ー
﹀

長
岡
野
亜

大
原
歩

大
藤
寛
子

藤
野
ひ
ろ
美

平
成
27
年
度 

滋
賀
県
「
美
の
滋
賀
」
創

造
事
業  

地
域
の
元
気
創
造
・
暮
ら
し

ア
ー
ト
事
業

平
成
27
年
度 

文
化
庁  

文
化
芸
術
に
よ

る
地
域
活
性
化
・
国
際
発
信
推
進
事
業

　

滋
賀
県
高
島
市
の
お
盆
行
事
の
映
像
を
高

島
市
教
育
委
員
会
の
山
本
晃
子
さ
ん
に
よ
る

解
説
を
交
え
、
ご
覧
い
た
だ
き
ま
し
た
。

上
映
作
品
は
５
点
。
高
島
市
朽
木
古
屋
（
ふ

る
や
）で
踊
ら
れ
て
き
た｢

六
斎
念
仏
踊｣

の

記
録
、高
島
市
武
曽
横
山
で
の
お
盆
行
事「
オ

シ
ョ
ラ
イ
サ
ン
」
の
記
録
、
ま
た
参
加
者
の

持
ち
込
み
映
像
と
し
て｢

京
都
・
嵯
峨
野
六

斎
念
仏｣

、｢

大
津
市
真
野
の
六
斎
念
仏｣

、｢

朽
木
古
屋
の
河
原
仏｣

を
上
映
。
ひ
っ
そ
り

と
残
っ
て
い
る
風
習
に
関
心
が
あ
る
方
、
た

ま
た
ま
チ
ラ
シ
を
見
て
来
ま
し
た
、
と
い
う

お
近
く
の
方
々
と
と
も
に
じ
っ
く
り
見
入
っ

た
り
歓
声
を
上
げ
拍
手
し
た
り
、
お
互
い
の

地
域
行
事
に
つ
い
て
質
問
し
あ
い
、
映
像
を

通
し
て
「
生
活
の
中
に
あ
っ
た
も
の
・
消
え

か
け
て
い
る
も
の
」
を
話
す
場
と
な
り
ま

し
た
。
撮
影
さ
れ
た
当
時
か
ら
幾
年
か
経

ち
、
行
事
の
内
容
が
変
化
し
、
途
絶
え
た
も

の
も
あ
り
ま
す
。
高
島
市
朽
木
古
屋
の
六
斎

念
仏
踊
は
近
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
何
ら
か
の
形
で
継
承
で
き
な
い
か
と

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
交
え
て
の
取
り
組
み
が

『
朽
木
の
知
恵
と
技
発
見
・
復
活
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
』（https://w

w
w
.facebook.com

/

kutsukichiew
aza/

）
に
よ
っ
て
進
ん
で
い

ま
す
。

『
古
屋
六
斎
念
仏
踊
』

２
０
０
４
年
制
作
／
22
分
35
秒

制
作
：
朽
木
村
教
育
委
員
会　

　

滋
賀
県
高
島
市
朽
木
古
屋（
ふ

る
や
）に
伝
わ
る
六
斎
念
仏
踊
の

記
録
映
像
。
滋
賀
県
下
で
も
数
少

な
い
民
俗
芸
能
と
し
て
、
平
成
10

年
に
滋
賀
県
選
択
無
形
民
俗
文
化

財
に
選
定
さ
れ
、
魅
力
的
な
音
色

と
踊
り
が
受
け
継
が
れ
て
い
ま

す
。
字
幕
解
説
あ
り
。

00

：00

家
を
参
る
様
子

00

：44

先
念
仏　

02

：24

ミ
コ
ノ
マ
イ　

05

：32

ウ
チ
ア
ゲ　

06

：27

ロ
ク
ダ
ン　

09

：50

後
念
仏　

13

：33

古
屋
玉
泉
寺　

14

：00

先
念
仏　

15

：33

オ
ヒ
ヒ
ャ
ル　

19

：35

オ
ヒ
ヒ
ャ
ル

山本晃子さんの解説

CO
N

TEN
TS

平
成
27
年
度　

お
う
み
映
像
ラ
ボ　

活
動
報
告

滋
賀
の
「
く
ら
し
・
わ
ざ
・
ち
え
」

映
像
め
ぐ
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

３　

︱　

ラ
ボ
会
・
見
聞
会vol.04

　
　
　

  「 

高
島
の
夏　

迎
え
方
・
送
り
方 

」

５　

︱　

ラ
ボ
会
・
見
聞
会vol.05　
﹇
共
催
﹈　
　
　
　

　
　
　
　
「 

び
わ
湖
高
島
・
野
鍛
冶
復
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
　
　
　

お
は
な
し
会 
」

６　

︱　

上
映
会vol.02

　
　
　
　
「 

８
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
映
像
上
映
会 

」

９　

︱　
「 

８
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
発
掘
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

」

10　

︱　

遠
足vol.02

　
　
　
　
「 

甲
賀
の
木
挽
き
に
会
い
に
行
こ
う 

」

13　

︱　
﹇
企
画
提
案
・
共
同
開
催
﹈

　
　
　
　
「
美
の
滋
賀
」
探
訪
バ
ス
ツ
ア
ー
～
美
の
宝
庫
・
滋
賀
の
魅
力
に
出
会
う
旅
～

　
　
　
　

 

滋
賀
の
水
の
文
化
を
探
訪
す
る
ツ
ア
ー  

安
曇
川
編  

　
　
　
　
「 

筏
流
し
の
神
さ
ま
・
シ
コ
ブ
チ
さ
ん
を
訪
ね
る
旅 

」
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滋
賀
県
高
島
市
新
旭
町
熊
野
本
の
辻
沢
地

区
で
１
９
９
２
年
ま
で
操
業
さ
れ
て
い
た
野

鍛
冶
建
物
・
小
島
兄
弟
工
場
︵
け
い
て
い
こ

う
ば
︶を
も
う
一
度
復
活
さ
せ
た
い
と
、｢

び

わ
湖
高
島
・
野
鍛
冶
復
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト｣

が

立
ち
上
が
り
ま
し
た
。
最
初
に
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
立
ち
上
げ
の
経
緯
に
つ
い
て
、
ま
た
工

場
に
残
っ
て
い
た
当
時
の
大
福
帳
で
﹃
屋
号

は
カ
ネ
コ
、
正
式
名
は
「
農
具
専
門
小
島
兄

弟
工
場
」﹄
と
代
々
、
兄
弟
で
経
営
さ
れ
て

い
た
こ
と
や
、
使
わ
れ
て
い
た
看
板
を
発
見

し
た
こ
と
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
様
子
を
メ
ン

バ
ー
が
話
し
た
後
、
京
都
・
亀
岡
「
片
井
鉄

工
所
」
が
地
域
ぐ
る
み
で
野
鍛
冶
に
触
れ
ら

れ
る
場
所
と
な
っ
て
い
る
様
子
が
松
井
禎
子

さ
ん
の
写
真
と
と
も
に
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

次
に
滋
賀
県
野
洲
市
の
鍛
冶
大
鐵
工
の
西
川

征
一
さ
ん
の
﹃
先
掛
け
︵
さ
っ
か
け
︶
仕
事
﹄

の
記
録
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
わ
る
人
た
ち
の
熱
い

思
い
が
ほ
と
ば
し
り
、
と
て
も
寒
い
日
で
し

た
が
、
会
場
は
と
て
も
熱
い
場
と
な
り
ま
し

た
。

日　
　
　

２
０
１
６
年
１
月
24
日
（
日
）

会　

場　

新
旭
公
民
館
（
高
島
市
）

主　

催　

び
わ
湖
高
島
・
野
鍛
冶
復
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

共　

催　

お
う
み
映
像
ラ
ボ

協　

力　

成
安
造
形
大
学
附
属
近
江
学
研
究
所

『
真
野
の
六
斎
念
仏
』

２
０
１
４
年
撮
影
／
約
10
分

撮
影
：
加
藤
賢
治

　

成
安
造
形
大
学
附
属
近
江
学
研

究
所
研
究
員
の
加
藤
賢
治
さ
ん
の

フ
ィ
ー
ル
ド
研
究
資
料
映
像
。
大

津
市
真
野
地
区
で
８
月
14
日
に
行

わ
れ
る
六
斎
念
仏
。
真
野
地
区
で

は
、
１
チ
ー
ム
６
人
で
踊
る
。
現

在
４
チ
ー
ム
あ
り
、
若
者
か
ら
重

鎮
ま
で
、
幅
広
い
年
齢
層
で
行
わ

れ
て
い
ま
す
。（
未
編
集
映
像
）

【
ラ
ボ
会
・
見
聞
会 vol.04　

上
映
作
品
】

『
野
鍛
冶
の
先
掛
け
仕
事
』

２
０
１
４
年
撮
影
／
約
20
分

撮
影
：
大
原
歩

協
力
：
鍛
冶
大
鐵
工

　

滋
賀
県
野
洲
市
の
西
川
さ
ん
に

よ
る
「
先
掛
け
仕
事
」
の
記
録

映
像
。
田
畑
仕
事
で
刃
先
が
す

り
減
っ
た
ス
キ
先
の
手
入
れ
作
業

「
先
掛
け
」
を
取
材
し
た
際
の
記

録
映
像
。
刃
金
の
ワ
カ
シ
づ
け
、

水
打
ち
、
削
り
出
し
、
焼
き
入
れ

の
一
連
の
作
業
が
記
録
さ
れ
て
い

る
。お
う
み
映
像
ラ
ボ
メ
ン
バ
ー
・

成
安
造
形
大
学
近
江
学
研
究
所
研

究
員
の
大
原
の
フ
ィ
ー
ル
ド
研
究

資
料
映
像
。（
未
編
集
映
像
）

【
ラ
ボ
会
・
見
聞
会 vol.05

】　

共
催

　
　
　

 　

— 

び
わ
湖
高
島
・
野
鍛
冶
復
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　

お
は
な
し
会

び
わ
湖
高
島
・
野
鍛
冶
復
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

https://w
w

w
.facebook.com

/takashim
a.nokaji/

『
嵯
峨
野
六
斎
念
仏
』

２
０
０
９
年
制
作
／
１
時
間
24
分

制
作
：
京
都
・
嵯
峨
野
六
斎
念
仏

保
存
会

　

２
０
０
９
年
８
月
23
日
に
嵯
峨

野
阿
弥
陀
寺
の
本
堂
で
奉
納
さ
れ

た
、
京
都
・
嵯
峨
野
六
斎
念
仏
保

存
会
の
映
像
。
保
存
会
の
人
数
は

多
く
、
年
齢
層
も
幅
広
い
。
観
客

に
向
け
て
魅
せ
る
「
芸
能
六
斎
」

と
し
て
演
目
に
は
迫
力
が
あ
り
、

観
客
に
向
け
魅
せ
る
要
素
が
多
く

見
ら
れ
ま
す
。

嵯
峨
野
六
斎
念
仏
保
存
会

http://w
eb.kyoto-inet.or.jp/

people/ky-sagan/

『
横
山
の

　
　
オ
シ
ョ
ラ
イ
サ
ン
』

１
９
９
３
年
制
作
／
26
分
10
秒

制
作
：
高
島
町
文
化
協
会
民
具
ク

ラ
ブ

　

滋
賀
県
高
島
市
武
曽
横
山
の
地

域
に
引
き
継
が
れ
る
お
盆
行
事
の

記
録
映
像
。「
高
島
町
歴
史
民
俗

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
︱
信
仰
編
（

NO.

４
）」
と
し
て
制
作
さ
れ
ま
し
た
。

天
台
宗
で
あ
る
横
山
大
清
寺
の
檀

家
さ
ん
の
お
盆
行
事
の
様
子
を
、

日
を
追
っ
て
記
録
し
て
い
ま
す
。

　

８
月
７
日
清
墓
、
仏
具
磨
き
、

墓
参
り
、13
日
精
進
料
理
、オ
シ
ョ

ラ
イ
サ
ン
迎
え
、
お
上
人
さ
ん
参

り
、
オ
シ
ョ
ラ
イ
サ
ン
送
り
、
盆

踊
り
、
施
餓
鬼
供
養
、
ご
詠
歌
な

ど
が
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
付
き
で
解
説

さ
れ
て
い
ま
す
。

『
古
屋
の
河
原
仏
』

２
０
１
５
年
撮
影
／
約
35
分

撮
影
：
大
原
歩

　

高
島
市
朽
木
の
針
畑
川
流
域
に

て
盆
行
事
の
ひ
と
つ
と
し
て
行
な

わ
れ
る
「
河
原
仏
」
が
で
き
る
ま

で
の
映
像
記
録
。
朽
木
古
屋
集
落

に
て
撮
影
。
８
月
15
日
朝
、
家
ご

と
に
針
畑
川
に
集
ま
り
、
石
を
集

め
彼
岸
の
島
を
つ
く
り
六
体
地
蔵

を
つ
く
り
ま
す
。
川
岸
と
六
体
地

蔵
の
い
る
彼
岸
と
の
間
に
石
橋
を

渡
し
、
地
蔵
の
周
り
に
は
ミ
ソ
ギ

ハ
な
ど
の
盆
花
が
手
向
け
ら
れ
、

ご
先
祖
を
弔
い
ま
す
。
古
屋
で
は

14
日
の
夜
に
六
斎
念
仏
踊
が
開
催

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

お
う
み
映
像
ラ
ボ
メ
ン
バ
ー
・

成
安
造
形
大
学
近
江
学
研
究
所
研

究
員
の
大
原
の
フ
ィ
ー
ル
ド
研
究

資
料
映
像
。（
未
編
集
映
像
）
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日　
　
　
２
０
１
５
年
12
月
５
日
（
土
）

会　
場　
東
近
江
市
能
登
川
博
物
館   

集
会
ホ
ー
ル(

東
近
江
市
）

ゲ
ス
ト　
８
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
提
供
者
の
皆
さ
ん

　
　
　
　
松
本
篤
さ
ん
（NPO

法
人
記
録
と
表
現
と
メ
デ
ィ
ア
の
た
め
の
組
織(rem

o)

研
究
員
）

　
　
　
　
杉
浦
隆
支
さ
ん
（
東
近
江
市
能
登
川
博
物
館
学
芸
員
）

共　
催　
東
近
江
市
能
登
川
博
物
館

『
伊
庭
坂
下
し
祭
り
』

１
９
７
０
年
頃
撮
影
／
36
分

撮
影
：
個
人

所
蔵
：
東
近
江
市
能
登
川
博
物
館

　

毎
年
５
月
に
東
近
江
市
伊
庭

町
の
繖
峰
三
神
社
で
実
施
さ
れ

て
い
る
「
伊
庭
坂
下
し
祭
り
」
は
、

８
０
０
年
以
上
も
続
く
お
祭
り
で

す
。
近
江
の
奇
祭
と
呼
ば
れ
、
三

基
の
神
輿
を
氏
子
の
若
衆
が
引
き

ず
り
降
ろ
す
、
迫
力
溢
れ
る
神
事

と
し
て
、
滋
賀
県
選
択
無
形
文
化

財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

映
像
は
、
昭
和
40
年
代
に
記
録
用

と
し
て
作
成
さ
れ
た
８
ミ
リ
フ
ィ

ル
ム
で
、
祭
り
の
準
備
か
ら
当
日

の
神
事
の
状
況
を
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン

入
り
で
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

『
能
登
川
共
盛
会
毎
月
８

日
び
っ
く
り
市
、
江
州

音
頭
』

１
９
７
０
年
頃
撮
影
／
19
分

撮
影
：
個
人

所
蔵
：
東
近
江
市
能
登
川
博
物
館

　

滋
賀
県
下
の
ト
ッ
プ
を
切
っ
て

毎
年
７
月
１
日
に
開
催
さ
れ
て
い

た
江
州
音
頭
「
納
涼
大
踊
り
会
」

の
昭
和
40
年
代
の
記
録
。
能
登
川

駅
前
に
あ
る
「
能
登
川
共
盛
会
」

が
主
催
す
る
「
毎
月
８
日
び
っ
く

り
市
」
や
、
町
内
を
街
宣
車
で
走

る
様
子
、
能
登
川
南
小
学
校
の
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
た
「
納
涼

大
踊
り
会
」
当
日
の
準
備
風
景
、

江
州
音
頭
が
記
録
さ
れ
て
い
ま

す
。

『
千
代
神
社
の
お
祭
り
』

１
９
７
０
年
頃
撮
影
／
約
８
分

所
蔵
：
宮
田
法
子
さ
ん

　

昭
和
40
前
半
の
頃
、
彦
根
の
千

代
神
社
の
春
祭
り
で
の
稚
児
行
列

の
様
子
で
す
。
き
れ
い
な
着
物
を

着
て
化
粧
を
し
、
お
姫
様
の
よ
う

な
冠
を
か
ぶ
っ
て
の
行
列
で
、
と

て
も
嬉
し
か
っ
た
の
を
記
憶
し
て

お
り
ま
す
。
父
が
行
列
に
付
き

添
っ
て
い
る
と
き
は
、
母
が
撮
影

し
て
い
た
よ
う
で
す
。
今
は
、
亡

き
懐
か
し
い
方
々
も
映
っ
て
い
る

様
子
に
庶
民
が
撮
っ
た
フ
ィ
ル
ム

の
貴
重
さ
が
う
か
が
え
ま
す
。（
宮

田
法
子
）

『
家
族
の
風
景
』

１
９
７
３
年
頃
撮
影
／
約
30
分

所
蔵
：
宇
田
安
利
さ
ん

　

昭
和
43
年
頃
、甲
賀
市
信
楽
町
。

安
利
さ
ん
の
伯
父
に
よ
り
愛
情

た
っ
ぶ
り
に
撮
影
さ
れ
て
い
る
。

安
利
さ
ん
の
１
～
３
歳
ぐ
ら
い
ま

で
の
様
子
。家
の
前
で
お
姉
さ
ん
、

近
所
の
お
姉
さ
ん
、
お
盆
や
お
正

月
に
帰
省
し
た
従
妹
た
ち
と
遊
ん

で
い
る
様
子
。
家
で
飼
っ
て
い
た

鶏
と
遊
ん
で
い
る
様
子
、
び
り
び

り
に
障
子
が
破
ら
れ
た
部
屋
の
中

で
楽
し
そ
う
に
遊
ん
で
い
る
子
ど

も
達
の
様
子
。
叔
母
の
結
婚
の
荷

出
し
や
、
結
婚
式
の
様
子
な
ど
が

記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
上
映
会 vol.02

】

 　
　

— 

８
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
映
像
上
映
会

　

昭
和
30
～
50
年
代
に
か
け
て
家
庭
用
に
普

及
し
た
「
８
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
」。
高
度
経
済

成
長
期
と
重
な
る
、
８
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
が
撮

ら
れ
た
暮
ら
し
の
変
革
期
に
、
滋
賀
の
家
族

の
暮
ら
し
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
で

し
ょ
う
か
？

　

能
登
川
博
物
館
所
蔵
の
「
伊
庭
坂
下
し
祭

り
」
や
「
能
登
川
の
江
州
音
頭
﹃
納
涼
大
踊

り
会
﹄」、
ま
た
彦
根
の
千
代
神
社
、
多
賀
の

松
茸
狩
り
、
信
楽
の
家
族
の
風
景
な
ど
、
ご

提
供
い
た
だ
い
た
滋
賀
県
内
で
撮
影
さ
れ
た

８
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
を
合
わ
せ
て
15
点
お
披
露

目
し
ま
し
た
。

　

ゲ
ス
ト
に
は
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
な
記
録
物

の
潜
在
的
価
値
を
探
求
す
る
「N

PO

法
人

記
録
と
表
現
と
メ
デ
ィ
ア
の
た
め
の
組
織

(rem
o)

」
研
究
員
の
松
本
篤
さ
ん
を
お
招
き

し
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
家
族
の
日
常
の
背
景

に
映
る
「
パ
ブ
リ
ッ
ク
な
情
景
」
に
つ
い
て
、

全
国
各
地
で
実
施
さ
れ
て
い
る
活
動
を
紹
介

し
な
が
ら
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

東
近
江
市
能
登
川
博
物
館
学
芸
員
の
杉
浦
隆

支
さ
ん
に
は
、
能
登
川
博
物
館
所
蔵
の
８
ミ

リ
フ
ィ
ル
ム
映
像
に
つ
い
て
解
説
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
滋
賀
県
内
で
撮
影
さ
れ
た
８
ミ

リ
フ
ィ
ル
ム
の
提
供
者
の
皆
さ
ん
に
登
場
い

た
だ
き
、
い
つ
・
誰
が
・
ど
の
よ
う
に
撮
影

さ
れ
た
の
か
、
お
話
を
伺
い
な
が
ら
フ
ィ
ル

ム
を
上
映
し
ま
し
た
。

　

び
り
び
り
に
障
子
が
破
ら
れ
た
部
屋
の
中

で
楽
し
そ
う
に
遊
ん
で
い
る
子
ど
も
達
の
様

子
、
山
の
中
で
松
茸
狩
り
を
し
て
、
そ
こ
で

す
き
焼
き
に
し
て
楽
し
む
様
子
︙
。
カ
メ
ラ

を
手
に
し
て
い
た
人
の
気
持
ち
が
映
像
に

映
っ
て
い
る
人
や
景
色
に
反
映
さ
れ
て
、
見

て
い
る
こ
ち
ら
側
に
伝
わ
っ
て
来
る
気
が
し

ま
し
た
。
ま
た
、
木
造
小
学
校
が
映
っ
て
い

た
り
、
車
の
型
式
、
服
装
、
髪
型
、
行
事
、

今
の
生
活
で
目
に
す
る
風
景
と
随
分
違
っ
て

い
る
こ
と
が
見
て
と
れ
ま
し
た
。

　

見
ず
知
ら
ず
の
誰
か
が
記
録
し
た
映
像

に
、
自
分
の
遠
い
記
憶
を
思
い
出
す
。
そ
れ

を
言
葉
に
出
し
て
、
初
対
面
の
参
加
者
同
士

の
話
が
弾
む
。
上
映
会
場
で
は
滋
賀
の
風
景

を
共
有
し
な
が
ら
、
い
つ
の
ま
に
か
交
流
が

生
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

【
上
映
会 vol.02　

上
映
作
品
】
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『
松
茸
狩
り
』

１
９
６
０
年
撮
影
／
約
23
分

所
蔵
：
個
人

昭
和
35
年
に
多
賀
町
に
て
撮
影
さ

れ
た
映
像
で
す
。
京
都
か
ら
の
お

客
さ
ん
を
松
茸
で
も
て
な
し
た
様

子
。撮
影
は
お
客
さ
ん
が
撮
ら
れ
、

「
都
会
の
人
が
見
た
田
舎
と
い
う

構
図
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
犬
上

川
の
橋
が
大
雨
に
よ
っ
て
陥
落

し
、
そ
の
上
を
木
材
を
乗
せ
た
荷

馬
車
が
通
る
様
子
、 

当
時
の
彦
根

城
の
お
堀
の
様
子
や
柿
採
り
の
風

景
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
多
賀
大
社
や
河
内
の
風
穴
に

観
光
に
行
っ
た
様
子
が
記
録
さ
れ

て
い
ま
す
。

『
運
動
会
』

１
９
７
９
年
撮
影
／
約
30
分

所
蔵
：
個
人

　

昭
和
54
年
に
撮
影
さ
れ
た
安
曇

川
町
藤
江
区
の
運
動
会
の
様
子

が
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
素
走

り
、
綱
引
き
な
ど
の
競
技
の
他
、

お
昼
休
憩
で
家
族
が
楽
し
そ
う
に

お
弁
当
を
食
べ
て
い
る
様
子
、
現

在
も
残
っ
て
い
る
木
材
屋
さ
ん
の

建
物
、
当
時
の
車
が
映
り
込
ん
で

い
ま
す
。
応
援
し
て
い
る
人
な
ど

映
っ
て
い
る
人
の
数
が
と
て
も
多

く
、
現
在
は
住
ん
で
い
る
人
が
少

な
く
な
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。

『
九
州

　
会
社
慰
安
旅
行
ほ
か
』

１
９
７
３
年
撮
影
／
約
30
分

撮
影
：
個
人

所
蔵
：
東
近
江
市
能
登
川
博
物
館

　

東
近
江
市
内
で
不
動
産
会
社
を

経
営
し
て
お
ら
れ
た
方
よ
り
博
物

館
へ
提
供
さ
れ
た
８
ミ
リ
映
像
。

社
内
旅
行
で
大
分
へ
行
っ
た
時
の

様
子
が
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
８
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
発
掘
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】

『
運
動
会
』

１
９
７
９
年
撮
影
／
約
30
分

所
蔵
：
個
人

映
っ
て
い
た
の
は
昭
和
54
年
に
撮
影
さ
れ
た
高
島
市
安

曇
川
町
藤
江
区
の
運
動
会
の
様
子
。

「
と
も
ち
ゃ
ん
や
！｣

「
こ
の
人
、
さ
っ
き
か
ら
足
速
い
な
ぁ
！
」

「
こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
人
が
住
ん
で
た
ん
や
な
ぁ
」

「
今
の
小
学
校
の
人
数
は
90
人
ぐ
ら
い
か
な
。」

上
映
会
に
来
ら
れ
た
ご
近
所
の
お
じ
い
さ
ん
や
小
学
生

の
み
な
さ
ん
と
話
に
花
が
咲
き
ま
し
た
。

「
８
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
、
あ
っ
た
よ
～
！
」

フ
ァ
ミ
ー
ユ
さ
ん
か
ら
ご
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。

ご
近
所
の
方
が
映
写
機
は
無
い
け
れ
ど
フ
ィ
ル
ム

を
保
管
さ
れ
て
い
た
と
の
お
話
。
早
速
、
お
う
み

映
像
ラ
ボ
か
ら
映
写
機
を
持
ち
こ
み
、
出
張
上
映

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

日　
　
　
２
０
１
５
年
11
月
29
日
（
日
）

会　
場　
パ
ン
＆
ケ
ー
キ
カ
フ
ェ

　
　
　
「Fam

ille　

(

ふ
ぁ
み
ー
ゆ)

」（
高
島
市
）

　

今
年
度
か
ら
は
じ
ま
っ
た
「
８
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
発
掘
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」。
高
度
経
済
成
長
期
と
重
な
る
８
ミ
リ
フ
ィ
ル

ム
が
撮
ら
れ
た
暮
ら
し
の
変
革
期
に
、
滋
賀
の
家
族
の
暮
ら

し
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
？
８
ミ
リ
フ
ィ

ル
ム
の
映
像
に
映
し
出
さ
れ
る
思
い
出
と
、
そ
の
背
景
に
映

り
こ
む
時
代
の
風
景
を
読
み
解
き
た
い
と
、
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
情
報
を
募
り
、
信
楽
・
高
島
・
能
登
川
・
彦
根
な
ど

の
映
像
と
出
会
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。ま
た
、８
ミ
リ
フ
ィ

ル
ム
映
像
を
多
く
所
蔵
し
て
い
る
能
登
川
博
物
館
と
つ
な
が

り
、
共
催
で
の
上
映
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
こ
の
取
り
組
み
を
知
り
、
ご
自
宅
で
眠
っ
て
い

た
映
写
機
や
貴
重
な
８
ミ
リ
カ
メ
ラ
を
寄
贈
い
た
だ
き
、
出

張
上
映
会
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

【
上
映
会 vol.02　

上
映
作
品
】

【
８
ミ
リ
出
張
上
映
会
】

試
写
会

８
ミ
リ
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日　
　
　

２
０
１
５
年
10
月
18
日
（
日
）

会　

場　

甲
南
ふ
れ
あ
い
の
館
（
甲
賀
市
）

協　

力　

甲
賀
市
教
育
委
員
会
・

　
　
　
　

甲
南
ふ
れ
あ
い
の
館

ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー

長
峰
透
さ
ん　
（
甲
賀
市
教
育
委
員
会
事
務
局

歴
史
文
化
財
課
参
事
）

田
中
新
治
郎
さ
ん
（
元
木
挽
職
人
）

上
映
作
品

・﹃
甲
賀
前
挽
鋸
﹄　

26
分

・﹃
甲
賀
の
木
挽
﹄　

16
分

制
作　

甲
南
町
教
育
委
員
会　

09

：40　

甲
南
駅　

参
加
者
集
合 

10

：00　

甲
南
ふ
れ
あ
い
の
館　

到
着　

　
　
　
　

 

開
会
の
あ
い
さ
つ　

10

：10　
「
甲
賀
の
前
挽
鋸
に
つ
い
て
」
展
示  

                   

見
学
・
長
峰
さ
ん
の
お
話
し

11

：00　

映
像
上
映
（
和
室
に
て
）

12

：00　

昼
食
「
甲
賀
の
お
弁
当
」　     　

　
　
　
　

 

甲
賀
特
別
メ
ニ
ュ
ー

　
　
　
　
　

   

甲
賀
産
米
、
水
口
か
ん
ぴ
ょ
う
と
葱
の
酢
味
噌           

                         

和
え
、
海
老
豆
、
近
江
八
幡
の
丁
子
麩
と
赤
コ
ン      

                         

ニ
ャ
ク
、
水
田
ナ
ス
の
お
漬
物
、
イ
チ
ジ
ク
の
水

                         

煮
、
甲
賀
の
お
茶　

12

：45　

田
中
新
治
郎
さ
ん
の
お
話
・　
　
　

　
　

 　
　

木
挽
の
実
演
・
木
挽
体
験

14

：30　

長
峰
さ
ん
と
歩
く
甲
南

　
　
　
　

 

深
川
～
森
尻
・
矢
川
神
社
～
深
川

　
　
　
　

 

市
場
～
甲
南
駅

16

：00　

甲
南
駅
前
に
て　

解
散

『
甲
賀
前
挽
鋸
』

１
９
９
７
年
制
作
／
26
分

制
作
：
甲
南
町
教
育
委
員
会

　

前
挽
鋸
の
作
り
方
が
わ
か
る
記

録
映
像
。
元
前
挽
鋸
鍛
冶
今
村
謙

治
氏(

故
人)

に
よ
る
前
挽
鋸
製

造
工
程
が
再
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

撮
影
時
に
は
、
作
業
部
屋
を
復
元

し
60
年
ぶ
り
に
「
透
き
」
の
作
業

が
行
わ
れ
ま
し
た
。「
透
き
」
を

専
門
に
行
う
職
人
は
、
基
本
「
歯

焼
き
」
作
業
は
行
わ
な
い
が
、
今

村
さ
ん
は
全
工
程
を
行
う
貴
重
な

職
人
で
、
全
工
程
の
撮
影
を
行
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

材
料
の
鋼
（
は
が
ね
）
を
う
ち

ノ
コ
ギ
リ
の
形
に
抜
く
「
背
抜

き
」。
ク
ビ
と
呼
ば
れ
る
鉄
製
の

部
分
を
接
着
さ
せ
る
「
首
接
ぎ
」。

ノ
コ
ギ
リ
歯
を
打
ち
ぬ
く
「
歯
落

し
」。
ノ
コ
ギ
リ
を
カ
ン
ナ
で
削

り
生
成
す
る
「
透
き
」。
刃
先
に

火
を
入
れ
強
め
る
「
歯
焼
き
」。

『
甲
賀
の
木
挽
』

１
９
９
７
年
制
作
／
16
分

制
作
：
甲
南
町
教
育
委
員
会

　

木
挽
職
人
の
技
術
が
わ
か
る
記

録
映
像
。
元
木
挽
職
人
田
中
新
治

郎
氏
に
よ
る
立
木
の
伐
採
か
ら
製

材
ま
で
の
作
業
工
程
が
再
現
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

斧
や
ノ
コ
ギ
リ
、
楔
を
使
用
し

て
木
を
切
り
落
と
す
「
伐
木
」。

切
り
落
と
し
た
木
の
「
真
」
を

見
定
め
ノ
コ
ギ
リ
で
丸
太
に
す
る

「
玉
切
（
た
ま
き
り
）」。
こ
の
作

業
が
一
番
難
し
い
と
い
わ
れ
る
丸

太
か
ら
材
を
と
る
「
木
取
り
」
の

た
め
の
墨
壺
を
使
い
線
を
ひ
く

「
墨
つ
け
」。
前
挽
鋸
を
使
い
材
に

す
る
「
挽
割
（
ひ
き
わ
り
）」。

【
遠
足 vol.02

】
—
甲
賀
の
木
挽
き
に
会
い
に
行
こ
う

　

２
０
１
５
年
、
滋
賀
県
で
初
め
て
国
の

重
要
有
形
民
俗
文
化
財
と
し
て
「
近
江
甲

賀
の
前
挽
鋸
製
造
用
具
及
び
製
品
」
が
指

定
さ
れ
ま
し
た
。
北
は
樺
太
・
北
海
道
、

南
は
台
湾
・
マ
ニ
ラ
に
ま
で
販
売
さ
れ
た

優
良
な
前
挽
鋸
が
製
造
・
流
通
・
使
用
さ

れ
て
き
た
甲
賀
市
杣
川
沿
い
の
甲
南
地
域

を
訪
ね
ま
し
た
。

　

甲
賀
の
前
挽
鋸
の
製
造
用
具
資
料
一
式

が
収
蔵
・
展
示
さ
れ
て
い
る
「
甲
南
ふ
れ

あ
い
の
館
」。
甲
南
町
教
育
委
員
会
に
て

総
合
調
査
が
行
わ
れ
、そ
の
一
環
と
し
て
、

製
造
行
程
と
使
用
方
法
の
映
像
記
録
が
撮

影
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、ま
ず
「
甲
南
ふ
れ
あ
い
の
館
」

に
て
、
総
合
調
査
に
も
関
わ
ら
れ
た
甲
賀

市
教
育
委
員
会
の
長
峰
さ
ん
に
前
挽
鋸
に

つ
い
て
学
び
、
映
像
記
録
を
上
映
。
上
映

後
は
甲
賀
産
食
材
の
特
別
メ
ニ
ュ
ー
弁
当

を
食
べ
な
が
ら
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
と
交

流
。
午
後
か
ら
は
、
地
元
で
木
挽
職
人
を

さ
れ
て
い
た
田
中
新
治
郎
さ
ん
に
丸
太
を

挽
く
実
演
を
い
た
だ
き
、参
加
者
も
体
験
。

丸
太
を
一
本
割
る
作
業
に
約
４
時
間
か
か

り
ま
し
た
。
途
中
、
散
策
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
、
長
峰
さ
ん
と
一
緒
に
、
甲
南
町
の

前
挽
鋸
製
造
地
の
名
残
や
、歴
史
的
名
所
、

伊
勢
街
道
を
訪
ね
歩
き
ま
し
た
。

墨つけをする田中さん

こ　
　

び
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森
尻
の
矢
川
神
社
。
甲
賀
衆
の
産
土
神

が
ま
つ
ら
れ
る
。
天
保
一
揆
で
も
役
割

を
果
た
し
た

左
が
杣
街
道
、
右
が
伊
賀
街
道
社

深
川
市
場
に
は
趣
き
あ
る
元
鋸
鍛
冶
の

お
宅
が
残
る

浄
福
寺
「
田
中
安
右
衛
門
の
慰
霊
碑
」

天
保
一
揆
で
捕
ら
え
ら
れ
江
戸
送
り
の

途
中
で
亡
く
な
っ
た
農
民
を
慰
め
る
碑

杣
川
の
支
流
、
砂
川
沿
い
を
あ
る
く

鋸
鍛
冶
屋
さ
ん
の
お
宅
。
鍛
冶
屋
の
神

社
「
稲
荷
神
社
」
が
自
宅
横
に
ま
つ
ら

れ
て
い
る
の
が
み
え
る

日　
　

２
０
１
５
年
11
月
21
日
（
土
）

旅
行
企
画
・
実
施　

近
江
ト
ラ
ベ
ル
株
式
会
社

企
画
提
案
・
共
同
主
催　

お
う
み
映
像
ラ
ボ

（
担
当  

大
藤
寛
子
）

ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー

白
井
忠
雄
さ
ん

（
高
島
歴
史
民
俗
資
料
館
学
芸
員
）

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

JR

堅
田
駅　

集
合
（
バ
ス
に
て
移
動
）

　

↓
葛
川
息
障
明
王
院
／
地
主
神
社　

　

↓
梅
ノ
木
・
志
子
渕
神
社

　

↓　
久
多
・
志
古
渕
神
社

「
鯖
寿
司
工
房
み
う
ら
」
の
お
弁
当
で
昼
食

久
多
在
住
の
常
本
治
さ
ん
よ
り
神
社
や
花
笠

踊
の
お
話

　

↓　
小
川
・
思
子
淵
神
社

　

↓　
平
良
・
思
子
淵
神
社

　

↓　
岩
瀬
・
志
子
淵
神
社

　

↓　
中
野
・
思
子
淵
神
社

　

↓　

JR

安
曇
川
駅

　

↓　

JR

堅
田
駅
に
て
解
散

　

滋
賀
県
に
よ
る
新
生
美
術
館
に
関
わ

る
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
「
美
術
館

を
核
に
県
内
各
地
の
文
化
や
ア
ー
ト
に

関
す
る
ス
ポ
ッ
ト
を
結
び
、
滋
賀
な
ら

で
は
の
ア
ー
ト
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
提

案
・
定
着
を
目
指
す
バ
ス
ツ
ア
ー
」
の

募
集
が
行
わ
れ
、
お
う
み
映
像
ラ
ボ
は

ツ
ア
ー
の
企
画
提
案
・
共
同
主
催
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

安
曇
川
水
系
の
山
の
木
材
は
、
古
代

よ
り
筏
の
か
た
ち
で
川
を
運
ば
れ
、
奈

良
や
京
都
の
都
づ
く
り
に
使
わ
れ
て
き

ま
し
た
。
筏
流
し
は
危
険
な
仕
事
の
た

め
、
無
事
に
終
え
る
こ
と
を
願
っ
て
、

川
の
魔
物
を
取
り
除
く
神
さ
ま
「
シ
コ

ブ
チ
神
」
が
誕
生
し
、
安
曇
川
水
系
に

は
十
数
社
の
神
社
が
点
在
、
人
々
の
間

で
信
仰
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
シ
コ
ブ
チ

の
漢
字
が
各
地
で
少
し
ず
つ
違
う
点
も

興
味
深
い
で
す
。

　

今
回
の
ツ
ア
ー
で
は
、
安
曇
川
上
流

か
ら
下
流
に
向
け
て
、
秋
の
紅
葉
を
楽

し
み
な
が
ら
、
山
と
川
の
恵
み
を
生
か

し
た
生
活
、
そ
し
て
水
に
対
す
る
信
仰

の
美
に
触
れ
る
旅
と
な
り
ま
し
た
。

［
企
画
提
案
・
共
同
主
催
］

「
美
の
滋
賀
」探
訪
バ
ス
ツ
ア
ー
～
美
の
宝
庫
・
滋
賀
の
魅
力
に
出
会
う
旅
～

滋
賀
の
水
の
文
化
を
探
訪
す
る
ツ
ア
ー  

安
曇
川
編 

「
筏
流
し
の
神
さ
ま
・
シ
コ
ブ
チ
さ
ん
を
訪
ね
る
旅
」

長
峰
さ
ん
と

田
中
さ
ん
の
実
演
や
前
挽
鋸

の
体
験
を
し
た
後
、
前
挽
鋸

木
挽
チ
ー
ム
と
分
か
れ
、
長

峰
さ
ん
の
ナ
ビ
ゲ
ー
ト
で
「
甲

南
ふ
れ
あ
い
の
館
」
周
辺
の

甲
賀
前
挽
鋸
が
製
造
・
流
通

さ
れ
て
き
た
街
並
み
を
巡
り

ま
し
た
。

浄福寺から見渡す甲南の風景

歩
く
甲
南
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ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
（
順
不
同
）

高
島
市
教
育
委
員
会

嵯
峨
野
六
斎
念
仏
保
存
会

成
安
造
形
大
学
附
属
近
江
学
研
究
所

び
わ
湖
高
島
・
野
鍛
冶
復
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

東
近
江
市
能
登
川
博
物
館　

Fam
ille

甲
賀
市
教
育
委
員
会　

甲
南
ふ
れ
あ
い
の
館

近
江
ト
ラ
ベ
ル
株
式
会
社　

び
わ
湖
ワ
ー
ク
ス　

高
島
歴
史
民
俗
資
料
館

山
本
晃
子
さ
ん　

加
藤
賢
治
さ
ん

松
本
篤
さ
ん　
　

杉
浦
隆
支
さ
ん

宇
田
安
利
さ
ん　

宮
田
法
子
さ
ん

田
中
新
治
郎
さ
ん　

長
峰
透
さ
ん

白
井
忠
雄
さ
ん　

常
本
治
さ
ん

金
東
薫
さ
ん　
　

植
田
翔
太
さ
ん

２
０
１
６
年
２
月
28
日
発
行

企
画
・
制
作
・
発
行
／
お
う
み
映
像
ラ
ボ

デ
ザ
イ
ン
／
大
原
歩

写
真
撮
影
／
金
東
薫
、
植
田
翔
太
、

　
　
　
　
　

お
う
み
映
像
ラ
ボ

お
問
い
合
わ
せ
／　

om
ieizo_lab@

yahoo.co.jp

平
成
27
年
度
滋
賀
県 「
美
の
滋
賀
」創
造
事
業 

地

域
の
元
気
創
造
・
暮
ら
し
ア
ー
ト
事
業

平
成
27
年
度 

文
化
庁  

文
化
芸
術
に
よ
る
地
域
活

性
化
・
国
際
発
信
推
進
事
業

［おうみ映像ラボの活動にご注目ください］

facebook
www.facebook.com/omieizo.lab
Twitter
https://twitter.com/omieizo_lab

【
上
映
会
場
・
映
像
撮
影
地 

マ
ッ
プ
】

映像撮影地

上映会場
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